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へのご協力ありがとうございました。

皆様からいただきました募金は、屋久島の自然環境保全活動への支援・指導、山岳部保全の
ための普及活動、屋久島の子ども達への環境教育等へ利用されております。

274,175円

Ａコープ宮之浦店 Ａコープ安房店 ＪＲホテル屋久島 鹿児島県屋久島事務所（2カ所）
グリーングラス 公民館(永田･一湊･宮之浦･安房) コミュニティショップわたなべ
ふれあいプラザやくしま館 sankara hotel&spa屋久島 THE HOTEL YAKUSHIMA しいば
縄文の宿まんてん 杉匠 武田産業 田代別館 たなか屋 寺田屋 泊書店
ドライブイン屋久杉縄文 お食事処はちまん ビジネスホテルかしま
ヒュッテフォーマサンヒロ 文昌堂 ペンションアクティブ ホテルオーベルジュ
ホテル屋久島山荘 ぽんたん館 本坊酒造 松田商店 マリンブルー屋久島 丸高水産
民宿山水 民宿前岳荘 民宿水明荘 民宿たけすぎ 民宿八重岳本館 民宿やくすぎ荘
屋久島いわさきホテル（2カ所） 屋久島衛生社 屋久島ガス 屋久島観光センター（５カ所）
屋久島グリーンホテル 屋久島警察署 屋久島高等学校 屋久島サウスビレッジ
屋久島森林管理署 屋久島森林生態系保全センター 屋久島世界遺産センター
屋久島町役場本庁・各出張所 屋久島電工 屋久島特産品協会屋久島ショップ
屋久島トラベル 屋久島パイン 屋久島八万寿茶園 屋久島ふるさと市場
屋久杉自然館 ヤクスギランド売店 ライフセンターヤクデン 旅荘美山 ロッジ八重岳山荘
わいわいらんど

（令和4年4月～令和5年1月）

森に触れ、森に親しむ多くの体験ができる１日。Forestday限定のイベントが盛りだくさん！森に関わ
るたくさんの人が体験コーナーでプログラムを開催します。この日だけの特別を楽しみましょう！

～森と人がつながる1日～参加者募集

開催日時 令和５年２月１９日（日）9：30-15：30

参加費 100円（保険料）

場所
屋久島環境文化研修センター受付
7000年の森エリア全域で実施
※雨天決行（雨天の場合、室内実施）

申込み 事前の申込みは必要ありません

野外プログラム
●火おこし体験 ●ネイチャーゲーム
●はじめての昆虫講座 ●いきものオリンピック

室内プログラム
●館長とめぐる自然館ツアー
●まるりんと写真撮影会 ●竹製とんぼづくり
●高得点をねらえ！竹とんぼリンピック
●レンジャー体験どうぶつ骨ほねクイズ！

ほかにもプログラムを準備しているから来てね！



【２月・３月の休館日】村センター・研修センター休館日は同じです

２月: 6日（月）・13日（月）・20日（月） ・27日（月）

３月: 6日（月）・13日（月）・20日（月） ・27日（月）

この度、人事異動により、屋久島町から屋
久島環境文化財団に勤務することになりまし
た。前職では、産業振興課で農業に携わって
いました。
初めての分野で、分からなことばかりです

が、まずは、現場に赴き、様々な体験をして、
学んでいきたいと思っています。
また、2023年は、屋久島世界自然遺産登録

30周年の年となります。屋久島の魅力を島内、
島外そして世界に届けられよう頑張っていき
たいと思います。どうぞよろしくお願いしま
す。

岩川 剣徒
事業課 主査

世界は、生存競争を生き抜くために、長い年月をかけて高度な進化を遂げてきた植物たちであふれて
います。そんな中、高度な進化をせずに原始的な構造のままでいることを選んだ植物がいます。それ
は、コケ植物です。
コケとは植物学的には蘚苔類(せんたいるい)といい、種子ではなく「胞子」で増え、茎に物質が流

動する「維管束」がありません。また、水を吸い上げる働きをする根がなく、石や地面などに体を固
定するための「仮根(かこん)」があります。
そんな原始的な構造のコケですが、最近はルーペでじっくり観察する「コケ活」が流行っており、

屋久島に訪れる観光客の中にも「コケを観察するために屋久島にきました‼」という方が増えているそ
うです。そんな私も、屋久島でコケの産業化を目指す地域おこし協力隊の大水さんとヤクスギランド
で「コケ活」をしてきました。
私が興味を持ったのは胞子をつくる「胞子体」という器官。この器官は、通称「コケの花」と呼ば

れ、提灯のようにぶら下がったものやイノシシの頭に似たもの、中にはゲゲゲの鬼太郎に登場する目
玉おやじのような姿をしているものもあります。

また、名前の付け方も独特で、架空の鳥であるホウオウの尾
に似てることから「ホウオウゴケ」、美しい容姿から小野小町
（平安時代の絶世の美女）になぞらえて「コマチゴケ」など、
覚えやすくて面白いものがたくさんあります。
ルーペを覗くとそこには悠々とたくましく生きるコケの姿。

まるでその小さな世界に迷い込んだかのように、気付けば同じ
場所で30分以上見惚れていました。700種類ほどのコケが生息
する屋久島の、見ようとしないと見ることができない「小さな
世界」に生きる「大きな存在」。さあ、あなたはその世界に飛
び込む勇気はありますか？

「コケってなんだろう？」「コケ玉を作ってみたい」と思って
いるそこのあなた！このセミナーに参加し、一緒に
コケの潜む「小さな世界」に飛び込みませんか？
詳しい内容はチラシまたはHPをご確認ください。

インストラクター 小松 純哉（チャド）


